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「わかる」ことの大切さ（その１）

Ì 2023.9.2(土)

高校入試問題から

山形県の公立高校入試に，次のような問題が出題されたことがあります。

ある人が，Ａ地から２０００ｍ離れているＢ地までバスに乗って行き，Ｂ地で１０分間

休んだ後，毎分１００ｍの速さで歩いて帰って来た。この人がＡ地を出発してからχ分後

の，Ａ地からの距離をｙｍとして、次の問いに答えなさい。

(1) 下のグラフは、このバスがＢ地に着くまでのχとｙとの関係を表したものである。

バスの平均時速はいくらか。（３点）

時速 ㎞

(2) この人が，Ｂ地に着いてからＡ地に

帰って来るまでの，χとｙとの関係を

表すグラフを，右の図にかきなさい。

（４点）

(3) この人が，Ｂ地を出発してからＡ地

まで帰るときのχの変域と，χとｙと

の関係を表す式を書きなさい。

（変域２点、式３点）

「は・じ・き」の図を使う危険性

圧倒的多数の生徒は，いわゆる「は・じ・き」の図をかいて， 「は・じ・き」の図

これを見ながら，次のように書いて，平然と答案を出します。

（式） ２０００÷５＝４００ 答え 時速４００㎞

しかし，時速４００㎞のバスなどあるはずがありません。でも，ほとんど

の生徒がこのように答えるのも事実です。少し賢い生徒でも，せいぜい

０.４㎞と答える程度です。時速０.４㎞のバスも，変なことは，よく考え

ればわかることですが。

つまり，公式は知っていても，「速さ」の意味が分かっていないのです。
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式に単位をつけてみる
（「数値を量としてみる」という意味）

式に単位をつけてみましょう。

（式） ２０００ｍ÷５分＝４００ｍ／分

こうすると，４００ｍ／分が答えではない，ということが一目瞭然に分かります。

量の文章題では，単位を正しくつけて式を立てることで，上のような間違いをなくすることがで

きます。

式に単位をつけるということは，「速さ」の意味を正しく理解するということなのです。

「は・じ・き」の図は，「速さ」の本質を何も表していません。だから，入試問題では通用しな

いどころか，生徒に「速さ」の本質を見えなくさせる”害”を与えます。

「速さ」の本質は，次の“水そう図”によって，理解することができます。

(距離) ２０００ｍ χｍ

(速さ) χｍ ４００ｍ

１分 １分
(時間) ５ 分 ６０分

２０００ｍ÷５分＝４００ｍ／分 ４００ｍ／分×６０分＝２４０００ｍ

２４０００ｍ÷１０００ｍ＝２４㎞

「速さ」とは，単位時間あたりに進む“距離”のことです。だから，時間と距離の関係ですから

単位を抜いて考えることなど，本来ありえないことなのです。

「速さ」の問題は公式ではなく，”意味”で解く必要があります。

速さをめぐる量の関係，つまり，距離と時間の関係は，上の水そう図に典型的に現れています。

速さを求める，距離を求める，時間を求める…，それぞれの場合について，公式を使わなくても

上の図をみるだけで，立式することが可能です。

＊「水そう図」の詳しい使い方については，こちらをご覧下さい。 → ｜Essay_131｜

エピローグ

丸暗記した公式に問題で与えられた数値を代入して答えを求めるという思考方法は，なにも「速

さ」の問題だけにかぎりません。”一事が万事”というように，他の量の問題についても同様な

思考方法で問題を解いています。

その結果でてきた数値が複雑なものとなると，こんどは計算結果が“合理的”になるように公式

の方を勝手に変えてしまいます。

こうした状況は，「密度」をめぐる問題で典型的に現れます。

そこで，次回は「密度」をめぐってどのような”珍答”が現れるかをご紹介しましょう。
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”質の高い数学的能力”を育てる

数専ゼミ・山形東原教室
〒９９０－００３４ 山形市東原町二丁目１０番８号

ＴＥＬ：（０２３）６３３－１０８６ ／ ＦＡＸ．（０２３）６３３－１０９４

メールアドレス： suusen@seagreen.ocn.ne.jp

｜メニューへ戻る｜


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



